






Fight! 

進路
「不安や迷いを振リ切って、決心する」ことは自分のキャリア（＝将来）

を考えるときと似ています。自分にとって未知の領域でも、自らの可能性

を信じて決断できる生徒を育てたい。キタニシの進路指導の原点です。

進路指導理念

生徒が主体的に自身のキャリアと向き合い、行動することを目標にしています。これはキャリアオー ナ ー

シップの理念であリ、3年間の進路探求活動の柱となるものです。

四
自己の適正や興味•関心の
明確化を促すキャリアガイダ
ンスの実施

一
自らの可能性に

「気づく」

曰他者との良好な関係を築く
ため、外部教育力を活用し
たソ ー シャルスキル向上プ
ログラムの実施

一
自らの能力を最大限に

「伸はす」

具体的な進路

総合的な探究の時間を活用した系統的な
進路探究活動の展開

長期休業中の講習、個別添削指導

外部教育機関やハロー ワ ー クとの連携

面接指導、小論文指導、模擬試験

進路実績

曰
学ぶこと・働くことの意義や
役割の理解を目的としたキャ
リアカウンセリングの実施

一
自発的に学び、目指す自分の姿を

「創る」

卒業生進学先（令和5年度）

札幌大学、札幌学院大学、札幌国際大学、北星学園大学、北海学園大学、北海道科学大学、北海道情報大学、酪農学園大学、

北翔大学、北海道文教大学、日本医療大学、國學院大學

札幌国際大学短期大学部、北星学園大学短期大学、北海道武蔵女子短期大学

大原法律公務員専門学校、経専調理製菓専門学校、札幌こども専門学校、札幌スイ ー ツ＆カフェ専門学校、札幌スポー ツ＆メディ

カル専門学校、札幌ピューティ ーアー ト専門学校、札幌プライダル＆ホテル観光専門学校、札幌ペルエポック美容専門学校、札幌

ミュージック＆ダンス ・ 放送専門学校、札幌医学技術福祉歯科専門学校、札幌医療秘書福祉専門学校、札幌科学技術専門学校、

札幌看護医療専門学校、札幌商工会議所付属専門学校、札幌情報未来専門学校、専門学校札幌ピジュアルアー ツ、専門学校北

海道福祉 ・ 保育大学校、北海道エコ ・ 動物自然専門学校、北海道ハイテクノロジー専門学校、北海道芸術デザイン専門学校、北

海道情報専門学校、北海道美容専門学校、吉田学園情報ピジネス専門学校、愛犬美容看護専門学校、札幌青葉鍼灸柔整専門学

校、札幌医療リハピリ専門学校、札幌ペルエポック製菓調理ウェディング専門学校、札幌デザイン＆テクノロジー専門学校、専門学

校北海道自動車整備大学校、宮島学園北海道ファッション専門学校、吉田学園公務員法科専門学校、専門学校東京モー ド学園

北海道職業能力開発大学校、札幌高等技術専門学院

卒業生就職内定先（令和5年度）

すかいら一 くグループ、河村電器産業、wiz、アイックス、シェフグランノ ール、ピックカメラ、フロイン調剤、ほくや く、マジカ

ル、メディプラン、札清、札幌パリ、山本型枠工業、大宮ホ ーロー北海道 製作所、北日本オ ー トバックス、アサヒセキュリティ、

マーキュリー、ピアンカグループ、京王プラザホテル札幌、宮の森病院、北海道神宮、辻田工務店、日誠建設、敷島機器、北

ーミ ー ト、北海道旅客鉄道、北広島福祉会｀有楽製菓、自衛隊

e卒業生の言葉

森田早瑛（令和 年度卒業生）／北海道文教大学医療保健科学蔀リハピリテ ーショ ‘ノ学科理学療法学専攻

私は何事にも興味を持って行動することがスター トラインだと思います。高校2年生まではどの分野

で何を学ぷために進学したいのかは明確に決まっていませんでしたが、医療に興味を持ち、担任や他

の先生にたくさん相談しました。自分が興味の持ったことについて相談すると先生方もそれに応えてく

れて、資料やオンライン講習の手続き、面接練習なども熱心に付き合ってくれました。また、気さくに

話せて相談できる先生が多いので進路のことで不安なことがあればいつでも頼れるので心強いです。

新しいことに興味を持つ事や、自分のやリたいことや目標を語ることは気恥ずかしい気持ちはあリ

ますが、キタニシの先生は目標を尊重し肯定してくれるので自信がつきます。大学に入学してからも私

は、色々なことに興味を持って体験することで視野が広がリ新しい発見や出会いがたくさん生まれまし

た。みなさんもキタニシに入学して何事にも興味を持ち、自分の可能性を広げてみませんか？
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Gら）卒業生の言葉

岡田雅也（令和3年度卒業生）／河村電器産業株式会社札幌工場

私が本格的に進路を意識し初めたのは2年生後半くらいからでした。3年生の夏休み中も企業

見学や履歴書作成のために登校し、自分にマッチする戦場を探していました。私は電気· パソコ

ン関係の仕事に就きたいと思い、この会社を選択しましたが、今では配電の函面作成だけではな

く、職場の作業効率を上げる仕事にもかかわることができ、非常にやリ甲斐を感じています。

高校時代はバレ ー ポール部の活動を通して「自身の行動に責任をもつこと」の大切さを学びまし

た。部員皆で協力し合い、目標を立てて、強くなるための工夫と努力を続けました。キタニシはそ

んな私たちを強く後押ししてくれました。この頃が私にとってのスター トラインでした。キタニシで

の充実した嵩校生活が自分の将来につながると思います。
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